
 

きらめく夏の太陽とともに過ごした夏休みが明け、学校に子供たちの元気な声と輝く笑顔が戻

ってきました。御家庭や地域で温かく見守っていただいたおかげで、大きな事故やけがもなく無

事に２学期を迎えられたことを、心より感謝申し上げます。 

２学期は一年の中で最も長く、行事も盛りだくさんの季節です。音楽会や修学旅行をはじめ、

日々の授業や集団生活を通して、子供たちは一歩一歩、着実に歩みを進めていきます。仲間と力

を合わせ、壁を乗り越えた先にある「できた！」という達成感は、子供たちの大きな自信へとつ

ながるはずです。この実り多き季節に、一人一人が自らの可能性を伸ばし、たくましく成長して

いく姿を心から期待しています。 

さて、以前のたよりでもお伝えしましたが、２学期より、子供たちの多様な個性をより多角的

に見守り、一人一人に寄り添った質の高い教育を提供するため、「チーム担任制」をはじめとする

新しい取り組みを導入・推進していきます。これまでの「１学級に１人の担任」という枠組みを

超え、学年やブロックの複数の教職員がチームとなり、子供たち全員を支援する体制を整えます。

これにより、多角的な視点で児童の強みや変化に気付くことができるだけでなく、教員同士の強

みを活かしたより魅力的な授業づくりが可能となります。新しいシステムの導入にあたり、最初

は保護者の皆様にも戸惑いが生じるかもしれません。しかし、教職員が一丸となって「チーム学

校」として子供たちを温かくサポートしていくための大切な挑戦です。何卒、この趣旨を御理解

いただき、温かく見守っていただけますと幸いです。子供たちの大きな成長には、学校と御家庭、

そして地域が同じ方向を向き、手を取り合うことが欠かせません。日々の登下校の見守りや学校

行事への御協力など、引き続き温かい御支援を賜りますようお願いいたします。 

教職員一同、愛情と情熱をもって子供たちの成長を全力で支えてまいります。今学期もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

２学期は、林間学校、修学旅行と二つの宿泊学習が行われます。詳しくはそれぞれの学年での

説明がありますが、学校教育における宿泊学習は大きく次の３つの意義が考えられます。 

家庭や日常を離れた自立の場：自立心や自己管理能力を培います。 

豊かな感情・感性を育む体験：生命や環境に対する尊重の気持ちを育みます。 

人間関係の深化と社会性の育成：絆や信頼関係が深まります。 

普段の学校生活では得られない大きな経験や体験を、全身（五感）を使って感じることができ

る大切な機会です。また、事前学習についても、その成果は大きく子供たちの成長に欠かすこと

ができません。いずれは独り立ちする子供たち。御家庭でも今から少しずつ意識して自立のお手

伝いをお願いします。 


